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　総合南東北病院・南東北医療クリニック 外来予約・問い合わせ▶☎0120-14-5420

▶２面＝健康生活情報ナビ「気
管支喘息」、気になる言葉「食
品ロス」、総合南東北病院40
年の主な歩み

▶３面＝ラジオ健康セミナー
「病診連携について」
▶４面＝オープンシステム登録
医紹介、がん陽子線治療セ
ンターの実績、当院の目標

▶５面＝フォトセラピー、足に
合った靴選び、郡山市の新型

今月号のなかみ今月号のなかみ

第357号

　

総
合
南
東
北
病
院
は
12
月
１
日

㈬
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
中

核
と
し
て
国
内
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
医
療
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
機
関
・
団
体
の
ご
支
援
ご
指

導
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当

院
は
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
等
の
新

興
感
染
症
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
新
た
な
病
院
を
目
指
し
、
新
築

移
転
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
創
立
以
来
の
院
是
で
あ
り
ま

す
「
す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
た
め

に
」
の
理
念
を
基
に
、
よ
り
一
層

地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

当
院
は
、
１
９
８
１
年
（
昭
和

56
年
）
12
月
１
日
、
赤
松
林
に
囲

ま
れ
て
い
た
現
在
の
地
（
郡
山
市

八
山
田
七
丁
目
）
に
「
南
東
北

脳
神
経
外
科
病
院
」
と
し
て
開
院

し
ま
し
た
。
当
時
は
、
脳
卒
中
や

交
通
事
故
に
よ
る
頭
部
外
傷
が
大

変
多
く
死
亡
率
も
高
か
っ
た
こ
と

が
、
開
院
の
大
き
な
理
由
で
し
た
。

職
員
は
41
人
で
、
こ
の
う
ち
医
師

は
渡
邉
一
夫
院
長
（
現
理
事
長
）

を
含
め
２
人
。
病
床
数
60
床
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

１
９
８
３
年
に
病
床
数
を
１
５

６
床
に
増
床
、
１
９
８
４
年
に
は

財
団
法
人
「
脳
神
経
疾
患
研
究
所
」

を
設
立
、
財
団
運
営
の
病
院
と
し

ま
し
た
。
診
療
科
も
徐
々
に
増
や

し
、
総
合
病
院
化
を
進
め
１
９
９

０
年
に
は
２
４
５
床
と
な
り
、
病

院
名
を
「
南
東
北
病
院
」
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
病
床
数
や
関

連
施
設
を
増
や
し
、
さ
ら
に
介

護
・
福
祉
の
分
野
に
も
進
出
す
る

な
ど
し
て
南
東
北
グ
ル
ー
プ
を
形

成
。
２
０
１
２
年
に
財
団
法
人
は

一
般
財
団
法
人
と
な
り
、
当
院
が

グ
ル
ー
プ
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し

た
。

コロナワクチン接種状況
▶６面＝健診用語の基礎知
識、施設だより、片付け・
大掃除の効用

▶７面＝香辛料の効能、増子
さんのコラム、10月の手
術件数・救急車台数

▶８面＝食の豆知識「ごぼ
う」、薬局だより「ワクチ
ンの投与間隔について」、
編集後記

よ
り
よ
い
医
療
を
目
指
し
て

１
９
８
１
年
に
開
院
し
た
当
院
の
前

身
「
南
東
北
脳
神
経
外
科
病
院
」

創立 40周年を迎えた総合南東北病院

地域とともに 40 年
総合南東北病院

院是の精神　これからも

　

総
合
南
東
北
病
院
（
本
院
）
は

今
年
４
月
１
日
付
現
在
で
病
床
数

４
６
１
床
、
職
員
数
約
１
３
０
０

人
。
同
じ
八
山
田
地
域
内
に
あ
る

南
東
北
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
東

北
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
東
北
が

ん
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
、
南
東

北
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
南

東
北
創
薬
・
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
連
施
設
を

合
わ
せ
る
と
職
員
数
は
約
１
６
０

０
人
に
上
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
東
北
グ
ル
ー
プ
は
一

般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所

を
含
め
７
つ
の
法
人
で
構
成
。
青

森
か
ら
大
阪
に
至
る
ま
で
施
設
・

事
業
所
約
１
０
０
カ
所
、
職
員
数

約
８
５
０
０
人
を
有
す
る
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
総
合
企
業
体
に
成

長
し
て
い
ま
す
。
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生
活
習
慣
や
住
環
境
の
変
化
で

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
発
症
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
多
い

の
が
気
管
支
喘
息
（
ぜ
ん
そ
く
）
で
、

気
道
・
気
管
支
の
炎
症
で
気
道
が

む
く
ん
で
狭
ま
り
、
呼
吸
が
し
づ

ら
く
な
る
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。

重
い
発
作
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
根
気
よ
く
発
作
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

喘
息
の
発
作
は
、
慢
性
的
な
炎

症
で
過
敏
に
な
っ
て
い
る
気
道
に
、

何
ら
か
の
刺
激
が
加
わ
り
起
こ
り

ま
す
。
呼
吸
す
る
度
に
ゼ
イ
ゼ
イ
・

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
（
喘
鳴
）

が
し
て
、
息
苦
し
い
、
咳
込
む
と

い
っ
た
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

　

発
作
を
誘
発
す
る
因
子
は
ア
ト

ピ
ー
型
と
非
ア
ト
ピ
ー
型
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
型
は
、
ほ

こ
り
、
ダ
ニ
、
花
粉
な
ど
。
非
ア

ト
ピ
ー
型
は
、
激
し
い
運
動
、
香

水
な
ど
の
強
い
香
り
、
気
象
に
よ

る
大
き
な
気
圧
の
変
動
、
夜
間
か

ら
明
け
方
に
か
け
て
の
気
温
の
変

化
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
す
。

　

喘
息
治
療
で
大
事
な
こ
と
は
、

発
作
が
起
き
る
前
に
毎
日
、
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
使
用
し
て
発
作

を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
い
つ
も

発
作
が
軽
い
か
ら
と
い
っ
て
、
予

防
し
な
い
で
い
る
と
、
大
き
な
発

作
が
起
き
た
時
に
吸
入
剤
が
効
か

な
い
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

発
作
が
悪
化
す
る
と
、
会
話
も

辛
く
な
り
、
酸
素
不
足
で
唇
が
紫

に
な
る
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
出
て
呼
吸

困
難
に
陥
り
ま
す
。
発
作
が
重
く
、

発
作
止
め
の
吸
入
剤
が
効
か
な
い

場
合
は
、
一
刻
も
早
く
救
急
車
を

呼
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
患
者

さ
ん
自
身
が
強
い
意
志
を
持
っ
て

毎
日
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
と
い
う
と
、
副
作
用

を
重
い
浮
か
べ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
管
支
に
限
定

的
に
用
い
る
の
で
、
全
身
へ
の
影

響
は
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　

気
管
支
喘
息
は
、
子
ど
も
の
場
合

は
「
小
児
喘
息
」、
大
人
の
場
合
は

「
成
人
喘
息
」
と
言
い
ま
す
。
小
児

喘
息
の
発
症
原
因
は
９
割
が
ア
ト

ピ
ー
性
で
す
が
、
成
人
喘
息
で
は

６
割
程
で
原
因
が
よ
く
分
か
ら
な

い
場
合
も
多
く
、
経
過
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

根
気
よ
く
発
作
の
予
防
を

小
児
喘
息
の
９
割
は
ア
ト
ピ
ー
性

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
本
来
食
べ
ら

れ
る
の
に
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

食
品
の
こ
と
で
す
。
食
べ
物
を
捨

て
る
こ
と
は
、
も
っ
た
い
な
い
う

え
に
環
境
に
も
悪
い
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
食
材
や
食

品
を
無
駄
な
く
使
っ
て
い
く
こ
と

は
、
世
界
共
通
の
課
題
で
す
。

　

政
府
広
報
に
よ
る
と
、
日
本
で

の
食
品
ロ
ス
は
年
間
６
０
０
万
ｔ

（
２
０
１
８
年
度
推
計
）、
１
人
当

た
り
47
㎏
。
家
庭
か
ら
捨
て
ら
れ

て
い
る
食
品
は
年
間
２
７
６
万
ｔ

で
、
大
半
は
食
べ
残
し
。
残
る
は

食
品
の
痛
み
や
賞
味
・
消
費
期
限

切
れ
が
理
由
で
す
。

　

２
０
１
９
年
に
「
食
品
ロ
ス
の

削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
国
や
各
自
治
体
、
企

業
で
そ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
福
島
県
も
「
食
べ
残
し

ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
①
冷
蔵
庫
の

中
身
を
確
認
し
て
か
ら
買
い
物
す

る
②
冷
蔵
庫
の
食
品
の
賞
味
・
消

費
期
限
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
③

料
理
は
食
べ
き
る
だ
け
作
る
④
食

材
を
使
い
切
る
―
な
ど
の
実
践
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宴

会
に
関
し
て
も
①
適
量
な
分
だ
け

注
文
す
る
②
開
始
30
分
は
席
を
立

た
ず
に
食
べ
る
③
食
べ
き
れ
な
い

料
理
は
分
け
合
う
―
な
ど
の
工
夫

を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す

に
は
家
族
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
に
、

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
実
行

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス

医
療
健
康

気
に
な
る
言
葉

気管支喘息

一般財団法人脳神経疾患研究所及び
総合南東北病院40年の主な歩み

1981年
1983年
1984年
1990年

1992年
1994年
1995年

1996年

1997年

1998年

2001年
2002年

2003年

2004年

2005年
2006年
2008年

2010年
2011年

2012年
2013年
2014年

2015年

2016年

2019年
2019年
2020年
2021年

昭和56年
昭和58年
昭和59年
平成  2年

平成  4年
平成  6年
平成  7年

平成  8年

平成  9年

平成10年

平成13年
平成14年

平成15年

平成16年

平成17年
平成18年
平成20年

平成22年
平成23年

平成24年
平成25年
平成26年

平成27年

平成28年

平成31年
令和元年

令和  2年
令和  3年

12月  1日
3月17日
1月  1日
3月23日
9月21日
8月19日
6月  1日
5月  1日

11月  1日
2月  1日
4月  1日

8月14日
9月16日

10月  1日
11月  1日

4月  1日
9月  1日
7月  6日
2月  1日

7月  1日
4月  1日

11月  1日
4月  1日
8月  3日

4月  1日
3月  1日
2月  8日

10月  1日
4月13日
3月21日
7月11日

10月  1日
7月  1日
5月30日
9月12日
2月  3日
4月  1日
6月  9日
3月29日

12月14日
12月16日

4月  1日
6月  1日
5月26日
4月12日
8月25日

南東北脳神経外科病院として開院（病床 60 床）。
病床数を 156 床に増床。
財団法人脳神経疾患研究所を設立。
病床数を 245 床に増床。
病院名を財団法人脳神経疾患研究所附属　南東北病院とする。
病床数を 348 床に増床。
須賀川診療所が開所。
病床数を 370 床に増床。
西棟を増築。
病床数を 430 床に増床。
老人保健施設ゴールドメディア、南東北病院訪問看護ステーション・ゴール
ドメディア、南東北在宅介護支援センターを開設。
西新棟を増築。
南東北訪問看護ステーションたんぽぽを開設。
南東北病院附属　福島医療クリニックを開設。
医療法人実践会　南東北福島病院を開設。
大越診療所を開設。
病院名を総合南東北病院とする。
総合南東北病院がＩＳＯ 9001 及び 2000 の認証取得。
福島医療クリニックと南東北福島病院を併合し、財団法人脳神経疾患研究所
附属　南東北福島病院を開設。
介護老人保健施設リハビリ南東北福島を開設。
厚生労働省より臨床研修病院の指定受ける。
滝根診療所を開設。
南東北医療クリニック、南東北眼科クリニックを開設。
介護老人保健施設リハビリ南東北川俣と特別養護老人ホーム南東北シルク
ロード館などから成る総合南東北福祉センター川俣を開設。
北棟を増設、ＮＡＢＥホールを開設。
中通り地区で初の地域医療支援病院となる。
厚生労働省より、がん診療連携拠点病院に指定される。
南東北がん陽子線治療センターを開設。
放射線治療棟を開設
病床数を 461 床に増床。
医療法人社団新生会が南東北新生病院（仮設病棟）を開設。
財団法人脳神経疾患研究所が一般財団法人脳神経疾患研究所に名称変更。
南東北新生病院の新病棟が完成。
文部科学省に国際復興記念大学（仮称）設置構想を応募申請（選定に至らず）。
南東北ＢＮＣＴ研究センターが竣工。同センター内に宿泊施設・絆ガーデン開設。
管理棟を開設。
南東北新生病院が南東北第二病院に名称変更。
一般財団法人脳神経疾患研究所が日本格付研究所より「Ａ－」の格付取得。
福島市に在宅看護センター結の学校完成。
総合南東北病院がジャパン・インターナショナル・ホスピタルズに推奨される。
南東北こども学園が竣工。
東京リハビリテーションセンター世田谷が開所。
南東北創薬・サイクロトロン研究センターが完成
南東北ＢＮＣＴ研究センターでホウ素中性子捕捉療法（ＢＮＣＴ）によるがん治療開始。
北棟ＮＡＢＥホールで新型コロナ予防のワクチン集団接種始まる。
病院移転計画で郡山市に支援要望。郡山医師会、郡山商工会議所なども支援要望。
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―
今
回
は
地
域
医
療
の
シ
ス
テ
ム

や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い

て
総
合
南
東
北
病
院
病
診
連
携
室

主
任
の
根
本
理
恵
さ
ん
に
お
聞
き

し
ま
す
。
病
院
と
診
療
所
の
違
い

か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

根
本　

違
い
の
一
つ
は
病
床
数
で
す
。

診
療
所
は
19
床
以
下
（
無
床
も
含
む
）

で
外
来
医
療
が
中
心
。
病
院
は
20
床

以
上
で
入
院
医
療
が
中
心
で
す
。
病

院
に
は
救
急
医
療
や
専
門
医
療
、
高

度
医
療
な
ど
を
専
門
と
す
る
病
院
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
専
門
と
す
る
病

院
ま
で
、
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

―
「
病
診
連
携
」「
病
病
連
携
」
に

つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

根
本　

国
が
進
め
る
制
度
の
中
に

「
医
療
の
機
能
分
化
」
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
機
能
に
応
じ
て
役
割

を
分
担
し
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に

応
じ
て
医
療
機
関
同
士
が
連
携
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
医
療
機
関

同
士
が
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に
一
貫
性
の

あ
る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
病
診
連
携
は
、

病
院
と
診
療
所
の
連
携
で
す
。
例

え
ば
、
日
頃
は
診
療
所
の
か
か
り

つ
け
医
に
治
療
や
健
康
管
理
を
し

て
も
ら
い
、
専
門
的
な
検
査
や
治

療
・
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

は
病
院
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

病
院
で
検
査
や
治
療
な
ど
を
行
い
、

症
状
が
安
定
し
た
ら
再
び
診
療
所

で
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

病
病
連
携
は
、
急
性
期
治
療
を
行

う
病
院
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
や
療
養
型
病
院
と
の
連
携
で

す
。
例
え
ば
、
急
性
期
病
院
で
脳

梗
塞
の
治
療
が
終
了
し
、
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
と
い
う
患
者
さ
ん
に
リ

ハ
ビ
リ
病
院
に
転
院
し
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
や
療

養
型
病
院
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん

が
積
極
的
治
療
を
受
け
る
た
め
に

急
性
期
病
院
に
転
院
し
て
い
た
だ

く
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

―
総
合
南
東
北
病
院
は
地
域
医
療

支
援
病
院
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

根
本　

ひ
と
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、

地
域
医
療
支
援
病
院
は
地
域
医
療

を
支
援
す
る
機
能
を
持
ち
、
地
域

医
療
の
中
核
と
な
る
病
院
。
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
は
、
全
国
ど

こ
に
い
て
も
質
の
高
い
が
ん
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
指
定
さ
れ
た
病
院
で
す
。

―
根
本
さ
ん
の
い
る
病
診
連
携
室

は
ど
の
よ
う
な
部
署
で
す
か
。

根
本　

当
院
と
地
域
医
療
機
関
を

結
ぶ
連
携
窓
口
で
す
。
主
な
業
務
は

「
前
方
連
携
」
と
言
い
ま
し
て
、
他

の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
で
す
。
外
来
予

約
や
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
、
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
予
約
調
整

な
ど
で
、
毎
日
１
０
０
件
を
超
す

電
話
に
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
入

院
中
の
患
者
さ
ん
の
退
院
に
際
し

対
応
す
る
「
後
方
連
携
」
は
主
に

社
会
福
祉
士
が
担
っ
て
い
ま
す
。

―
い
ま
、
話
に
出
た
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

根
本　

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と

は
、
患
者
さ
ん
が
納
得
の
い
く
治

療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
現

在
診
て
い
た
だ
い
て
い
る
主
治
医

と
は
別
に
、
違
う
医
療
機
関
の
医

師
に
治
療
や
治
療
方
針
に
つ
い
て

「
第
二
の
意
見
」
を
求
め
る
こ
と
で

す
。
主
治
医
を
変
え
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
手
術
が
必

要
と
言
わ
れ
た
が
、
手
術
以
外
に

方
法
は
な
い
の
か
」「
治
療
選
択
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
が
、
決
め

ら
れ
な
い
」「
診
断
に
つ
い
て
別
の

医
師
の
意
見
を
聞
き
た
い
」
と
い
っ

た
と
き
に
利
用
し
ま
す
。
患
者
さ

ん
に
は
「
病
気
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
り
、治
療
に
納
得
で
き
る
」「
治

療
法
の
選
択
の
幅
が
広
が
る
」
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

―
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望

す
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

根
本　

ま
ず
主
治
医
に
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
た
い
旨
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
理
由

や
目
的
、
自
分
の
気
持
ち
な
ど
を

具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
目
的
が
明
確
に
な
れ
ば
、
主
治

医
も
紹
介
状
を
書
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
主
治
医
に
申
し
出
る
前
に

誰
か
と
相
談
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
や
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
紹
介
先
に
は
紹
介
状

の
ほ
か
に
血
液
検
査
・
病
理
検
査
・

病
理
診
断
な
ど
の
記
録
、
画
像
検

査
結
果
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
が
必
要

で
す
。
次
に
紹
介
先
の
医
療
機
関

の
窓
口
に
連
絡
し
て
必
要
な
手
続

き
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
は
、
基
本

的
に
自
費
診
療
で
す
の
で
、
病
院

に
よ
っ
て
費
用
は
異
な
り
ま
す
。

意
見
を
聞
く
際
に
は
自
分
の
伝
え

た
い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
を
整

理
し
メ
モ
し
て
お
く
と
、
限
ら
れ

た
時
間
を
有
効
に
使
え
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
病
診
連
携
室
の
仕

事
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

根
本　

福
島
県
に
は
医
療
機
関
同

士
が
患
者
さ
ん
の
診
療
情
報
を
、
本

人
の
同
意
の
も
と
に
共
有
で
き
る

「
キ
ビ
タ
ン
健
康
ネ
ッ
ト
」
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
利
用
す
る
医
療
機
関
が
増
え
ま

し
た
。
お
陰
で
医
療
機
関
同
士
の

連
携
が
以
前
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
し
た
。
他
院
か
ら
の
紹
介
で

入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
と
、
私
ど

も
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
一
貫
性
の
あ
る
医
療
を
提
供

当
院
×
ふ
く
し
ま
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
健
康
セ
ミ
ナ
ー

病診連携について

「病診連携」について語る根本主任

　
　
　
　

×　
　
　

×

※
ふ
く
し
ま
Ｆ
Ｍ
で
11
月
５
日
㈮

に
放
送
さ
れ
た
内
容
を
要
約
し
て

再
構
成
し
ま
し
た
。
放
送
内
容
は

当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聴
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

病診連携室 主任
　　根本　理恵 さん

聞き手・矢野真未アナ
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・患者さんに公正な医療を提供します。
・医師による説明と、患者さんの選択に基づく医療を
進めます。
・患者さんのプライバシーを尊重します。
・診療情報を患者さん自身にお伝えします。
・より良い医療が行われるよう研修・研鑽いたします。
・患者さんの人生が最後まで豊かであるようにその意
思を尊重します。

総合南東北病院の目標総合南東北病院の目標

がん陽子線治療センター
HPはこちら

陽子線治療実績
2021年10月末まで
（2008年 10月開院以降）

　

総
合
南
東
北
病
院
は
、
平
成
９

年
に
「
開
放
型
病
院
（
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
）」
と
し
て
認
可
を
受
け

て
以
来
、
近
隣
地
域
の
開
業
医
の

先
生
方
と
の
地
域
連
携
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
医
療

支
援
病
院
」、「
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
」
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
診
療
所
と
手
を
携

え
、
よ
り
よ
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
地
域
医

療
を
支
え
る
当
院
の
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
登
録
医
を
紹
介
し
ま
す
。

土
）

▽
午
後
＝
14
時
30
分
～
18
時
30
分

（
月
・
火
・
木
・
金
）

【
休
診
日
】

日
・
祝
日
、
水
・
土
の
午
後

【
所
在
地
】

〒
９
６
３
―
０
２
０
１

郡
山
市
大
槻
町
三
角
田
88
―
２

【
電
話
】

０
２
４
（
９
６
１
）
１
１
１
４

▼
地
域
の
皆
さ
ま
へ
▲

　

糖
尿
病
や
肥
満
、
高
脂
血
症
な

ど
の
成
人
病
の
治
療
は
も
ち
ろ

ん
、
運
動
療
法
も
取
り
入
れ
、
皆

さ
ま
の
健
康
長
寿
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
運
動
療
法
で
若
い
う

ち
か
ら
し
っ
か
り
し
た
身
体
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
は
、
成
人
病
の

30
分
は
往
診

【
休
診
日
】

土
曜
午
後
、
日
曜
、
祝
日

【
所
在
地
】

〒
９
６
３
―
８
０
１
２

郡
山
市
咲
田
１
丁
目
５
―
11

【
電
話
】

０
２
４
（
９
２
２
）
９
４
０
５

▼
地
域
の
皆
さ
ま
へ
▲

　

亡
き
父
が
開
院
し
た
根
本
内
科

小
児
科
医
院
を
約
20
年
前
に
「
根

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
全
身
用
の
Ｃ
Ｔ
を
導

入
し
、
脳
神
経
疾
患
や
介
護
保
険

に
関
す
る
診
療
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
誠
意
を
も
っ
て
診
療
に
当

た
る
と
い
う
考
え
は
、
父
が
開
院

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
将
来
的

に
は
健
康
管
理
な
ど
の
予
防
医
学

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

し
た
当
時
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

お
薬
は
院
内
処
方
で
、
お
年
寄
り

に
は
飲
み
や
す
い
よ
う
に
、
で
き

る
限
り
一
包
化
し
て
い
ま
す
。

【
診
療
科
】

内
科
・
消
化
器
内
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

【
診
療
時
間
】

▽
午
前
＝
９
時
～
12
時
30
分（
月
・

火
・
木
・
金
）　

９
時
～
13
時
（
水
・

【
診
療
科
】

内
科
・
脳
神
経
外
科
・
外
科

【
診
療
時
間
】

▽
午
前
＝
９
時
～
12
時（
月
～
土
）

▽
午
後
＝
14
時
30
分
～
17
時
30
分

（
月
～
金
）　

※
13
時
30
分
～
14
時

地域医療
支える

地域医療
支える絆 ○
総合南東北病院

オープンシステム登録医

宇佐見　啓治先生根本　仁先生

　

院　

長　

宇う
さ
み

佐
見
　
啓け

い
じ治

　

院　

長　

根ね
も
と本

　
　
仁じ
ん

医
療
法
人 

う
さ
み
内
科

医
療
法
人 

根
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

（南東北がん陽子線治療センター）

13
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足
に
合
っ
た
靴
選
び

2
回
接
種
も
８
割
超
す

郡
山
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　

山
里
の
秋
は
駆
け
足
で
通
り
過
ぎ
て
行

き
ま
す
。
そ
ん
な
晩
秋
の
風
物
詩
で
も
あ

る
吊
る
し
柿
の
あ
る
風
景
に
は
自
然
と
心

が
和
み
ま
す
。
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
が
よ

う
や
く
下
火
と
な
り
（
一
時
的
な
も
の
で

な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
）、
ホ
ッ
と
一
息

つ
い
て
お
ら
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
年
の
瀬
を
迎
え
る
今
が
肝
心
と
改
め

て
気
を
引
き
締
め
た
い
で
す
ね
。
来
た
る

新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
り
つ
つ
。

（
総
合
南
東
北
病
院
／
南
東
北
第
二
病

院　

外
科
医
長
・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

　

佐
藤　

直
）

【
吊
る
し
柿
】

撮影データ：2021年11月7日　二本松市東新殿　FUJIFILM X-T1+XF60mmF2.4R Macro （f/2.4 
絞り優先オート）

フォトセラピー
今月の
1枚
今月の
1枚
今月の
1枚

　

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
靴
で
す
が
、
自
分
の
足
に

合
っ
て
い
な
い
と
、
歩
行
に
も
支

障
を
来
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
靴

選
び
の
注
意
点
を
挙
げ
て
み
ま
し

た
。

　

履
き
や
す
い
靴
を
選
ぶ
に
は
、

自
分
の
足
の
正
確
な
サ
イ
ズ
や
形

を
良
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
多
く
の
方
は
「
自
分
の
足

の
サ
イ
ズ
は
知
っ
て
い
る
」
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
足
の
サ
イ
ズ
や
形
は
年
齢
に

よ
っ
て
多
少
変
化
し
ま
す
。
特
に

40
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
若
い
頃
と

は
足
の
形
が
変
わ
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

靴
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
つ

ま
先
に
１
㎝
程
度
の
隙
間
が
あ
る

②
甲
の
部
分
が
し
っ
か
り
ホ
ー
ル

ド
さ
れ
る
③
か
か
と
の
収
ま
り
が

よ
い
―
の
３
点
で
す
。
大
事
な
こ

　

郡
山
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、
11

月
14
日
現
在
で
２
回
接
種
者
が
対

象
者
全
体
の
８
割
を
超
し
、
ほ
ぼ

予
定
通
り
の
状
況
で
し
た
。

　

郡
山
市
が
発
表
し
た
集
計
値

に
よ
る
と
、
対
象
者
（
12
歳
以

上
）
全
体
29
万
２
９
８
８
人
に

対
し
て
１
回
目
を
終
え
た
人
は

25
万
４
０
６
人
で
接
種
率
85
・

５
％
、
２
回
目
も
済
ま
せ
た
人
は

23
万
７
６
９
７
人
で
81
・
１
％
で

し
た
。

　

世
代
別
に
見
る
と
、
全
体
的
に

高
齢
者
が
高
く
、
若
い
世
代
は
低

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
11
月

14
日
現
在
で
２
回
目
の
接
種
率
は

60
～
64
歳
が
最
も
高
く
89
・
８
％
、

次
い
で
65
歳
以
上
の
89
・
１
％
。

一
方
、
20
～
29
歳
は
69
・
８
％
、

30
～
39
歳
が
73
・
２
％
で
し
た
。

地
区
別
で
は
10
月
末
で
、
２
回
終

了
が
最
も
高
い
の
は
湖
南
で
88
・

９
％
、
次
い
で
逢
瀬
の
81
・
９
％
。

旧
市
内
は
75
・
６
％
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
郡
山
市
の
ワ
ク
チ
ン

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
は
、
大
き
す
ぎ
な
い
靴
を
選
ぶ

こ
と
で
す
。
大
き
す
ぎ
る
と
、
靴

の
中
で
足
が
動
い
て
し
ま
い
、
足

の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
か
ら

で
す
。
な
る
べ
く
な
ら
取
り
外
し

可
能
な
中
敷
の
あ
る
も
の
が
お
す

す
め
で
す
。
足
に
合
わ
せ
て
微
妙

な
調
整
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
つ
ま
先
の
形
も
靴
選
び

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

先
の
形
は
大
別
す
る
と
①
エ
ジ
プ

ト
型
（
親
指
が
長
い
）
②
ギ
リ
シ

ア
型
（
人
差
し
指
が
長
い
）
③
ス

ク
エ
ア
型
（
指
の
長
さ
が
ほ
と
ん

ど
同
じ
）
―
の
３
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
型
で
あ
れ
ば
親

指
部
分
が
長
く
作
っ
て
あ
る
靴
、

ギ
リ
シ
ア
型
な
ら
左
右
が
対
象
に

近
い
靴
、
ス
ク
エ
ア
型
で
あ
れ
ば

四
角
い
形
を
し
た
靴
が
良
い
で

し
ょ
う
。
自
分
の
足
の
形
を
無
視

し
て
選
ぶ
と
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

靴
を
履
い
て
立
っ
て
い
る
と
き

や
歩
く
と
き
に
、
足
に
体
重
が

か
か
る
と
足
の
形
も
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
変
化
は
、
女
性
の
平
均

で
16
㎜
と
さ
れ
、
Ｅ
と
３
Ｅ
位
の

違
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
体
重
の

か
か
っ
て
い
な
い
状
態
で
靴
を
選

び
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
違
和
感

が
な
い
か
検
討
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

大きすぎるとトラブルの原因に
足の形は年齢と共に変化する

エジプト型 ギリシャ型 スクエア型
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師
走
を
迎
え
る
と
、「
大
掃
除
が

気
が
か
り
」
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昔
ほ
ど
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
の
瀬

に
大
掃
除
を
す
る
家
庭
は
現
代
で

も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
大
掃
除

は
確
か
に
面
倒
で
す
が
、
で
き
る

こ
と
な
ら
住
ま
い
を
き
れ
い
に
し
、

清
々
し
い
で
状
態
で
新
年
を
迎
え

た
い
も
の
で
す
。

　

掃
除
に
よ
っ
て
住
ま
い
を
衛
生

的
に
す
る
こ
と
は
、
心
に
も
身
体
に

も
効
用
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
埃
や

ダ
ニ
の
繁
殖
を
防
止
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
物
質
（
ア
レ
ル

ゲ
ン
）
を
減
ら
し
ま
す
。
第
二
に
床

に
余
計
な
も
の
を
置
か
な
い
こ
と

で
転
倒
予
防
に
な
り
ま
す
。
第
三
に

衣
類
や
寝
具
を
季
節
に
合
っ
た
も

の
に
取
り
換
え
る
こ
と
で
、
季
節
の

節
目
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
掃
除
や
片
付
け
の
作
業
が

適
度
な
運
動
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
屋
を
片
付
け
て
い
る

と
、
時
と
し
て
大
切
な
思
い
出
の
品

と
再
会
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
片
付
け
の
楽
し
さ
と
言
え
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
懐
か
し
さ
を
味

わ
っ
て
、
部
屋
に
飾
り
直
す
と
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

片
付
け
や
掃
除
は
、「
今
」
を
楽

し
む
気
持
ち
で
行
う
こ
と
が
大
事

な
よ
う
で
す
。

■尿、腎臓の検査
　腎臓は、血液が運んできた老廃物や体に有害な
もの、不要なものをろ過して、尿として排泄して
いる重要な臓器です。腎臓の機能や体に異常があ
れば、尿の排泄物に変化が起こります。尿の検査
はそうした異常を、比較的容易な試験紙法でいち
早く見つけて早目の対処に役立てるものです。
　腎臓病には急性腎炎、慢性腎炎、ネフローゼ、
腎不全などがありますが、急性腎炎以外は、かなり
進行するまで自覚症状があまりなく、健診で発見さ
れるケースがほとんどですので受診は重要です。
≪尿蛋白（にょうたんぱく）≫
健康な状態であれば、尿にはほとんど蛋白は排
泄されません。尿蛋白が認められたら、腎臓の
病気のほか、体に何らかの異常が起こっている
ことが考えられます。疲れが酷いときも尿蛋白
が出ますが、回復すれば消えます。
≪尿潜血≫
腎臓で作られた尿が排泄されるまでの経路を尿
路と言いますが、そこに炎症があると、尿に血
が混じることがあります。ごく微量で肉眼で分
からないものを調べます。
≪血清クレアチン≫
腎機能が正常かどうかをみる重要な検査で、血
液検査で調べます。参考基準値は男性 1.10㎎ /
dl 以下、女性 0.80㎎ /dl 以下。数値が高いほど、
腎臓の障害が大きいことになります。
≪尿沈渣（にょうちんさ）≫
尿蛋白、尿潜血などの検査で異常があった場合
に行う検査です。尿の中の細胞成分や細菌を顕
微鏡で調べます。
≪ eGFR ≫
腎臓でろ過される尿の量を調べます。参考基準
値は 60ml/min/1.73㎡以上。

【検査を受けるときの注意】
・検査前日は入浴して身体を清潔に。性交は避ける。
・生理中は検査を避ける。
・採取する尿は排尿途中の尿を。
※参考：全社連「健診結果のわかる本」

■
運
動
会　

大
盛
り
上
が
り

　

ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
10
月
14

日
㈭
に
施
設
内
で
通
所
リ
ハ
ビ
リ
大
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
絆
と
気
合
い
、
仲
間
を
信
じ
て

心
を
ひ
と
つ
に
頑
張
ろ
う
！
」。
競
技
は

■
文
化
祭
の
展
示
作
品
を
制
作　

　

南
東
北
さ
く
ら
館
で
は
、
利
用
者
さ

ん
の
手
形
と
足
形
を
利
用
し
て
、
11
月

に
開
催
す
る
文
化
祭
の
展
示
用
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
カ
ボ
チ
ャ

や
お
化
け
を
作
り
ま
し
た
。
ど
の
お
化

け
も
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
で
い
て
、
可

愛
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
利
用
者

さ
ん
の
日
々
の
笑
顔
が
、
作
品
に
も
映
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
モ
ミ

ジ
や
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
っ
ぱ
に
手
形
・
足

形
を
つ
け
て
、
秋
の
紅
葉
狩
り
を
表
現

し
た
作
品
も
制
作
し
ま
し
た
。

　

別
の
棟
で
は
、
手
形
と
足
形
で
動
物

を
作
り
、
十
二
支
の
干
支
を
制
作
し
ま

し
た
。
利
用
者
さ
ん
は
、
自
分
の
手
形
・

足
形
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
な
が
ら
「
サ

ル
に
見
え
る
か
な
？
」「
ニ
ワ
ト
リ
だ
、

酉
だ
ね
」「
俺
の
足
は
ウ
シ
な
の
か
？
」

と
、
ど
の
動
物
を
作
る
か
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
文
化
祭
に

向
け
て
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
参
加
の
「
も
の
送
り
競
技
」

と
職
員
参
加
の
「
リ
レ
ー
」
で
す
。

　

も
の
送
り
競
技
で
は
、
利
用
者
さ
ん

全
員
で
力
を
合
わ
せ
、
手
か
ら
手
へ
物

を
一
生
懸
命
送
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
職
員
リ
レ
ー
も
元
気
な
声
援
が
会

場
に
響
き
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　

紅
組
・
白
組
接
戦
の
中
、
優
勝
し
た

の
は
紅
組
で
し
た
。
白
組
か
ら
は
「
悔

し
い
！
」「
来
年
こ
そ
は
負
け
な
い
ぞ
！
」

と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
運
動
会
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者

さ
ん
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
！
」「
感
動
し

て
涙
が
出
た
」「
ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
万

歳
！
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
秋
の
大
運
動
会
は
、
年
齢
問
わ

ず
参
加
す
る
人
も
声
援
を
送
る
人
も
、

心
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
す
。
来
年

の
大
運
動
会
も
楽
し
み
で
す
。

ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー

紅
組
に
贈
ら
れ
た
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

作
品
用
に
手
形
を
取
る
利
用
者
さ
ん

片
付
け
・
大
掃
除
は

心
と
身
体
に
も
効
用

健診用語の基礎知識 8
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２
５
６
・
２
％
。
第
二
次
世
界
大

戦
直
後
の
状
態
を
超
え
過
去
最
悪

で
あ
る
。
他
の
先
進
国
は
ド
イ
ツ

が
68
・
９
％
、
英
国
は
１
０
３
・

７
％
、
米
国
１
２
７
・
１
％
で
あ

る
。

　

約
２
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
で
、
世
界
各
国
は
感
染
対
策

と
経
済
対
策
に
多
く
の
財
政
出
動

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も
昨

年
度
、
ほ
ぼ
赤
字
国
債
に
よ
る
財

源
で
補
正
予
算
が
３
回
編
成
さ
れ

た
。
予
算
繰
越
金
は
本
年
４
月
時

点
で
約
30
兆
円
。
12
月
に
は
ま
た

30
兆
円
超
規
模
の
補
正
予
算
が
成

立
す
る
予
定
だ
。
本
来
、
財
政
出

動
の
際
は
財
源
の
議
論
が
行
わ
れ

る
。
英
国
で
は
法
人
税
率
の
引
き

上
げ
、
米
国
で
も
法
人
税
率
引
き

上
げ
や
富
裕
層
へ
の
課
税
強
化
が

示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は

財
源
議
論
を
避
け
る
傾
向
が
強

　

当
院
（
関
連
施
設
を
含
む
）
の
10

月
の
手
術
件
数
は
総
計
７
６
９
件

で
し
た
。
診
療
科
別
内
訳
は
眼
科
２

４
０
件
、
外
科
１
２
８
件
、
外
傷

セ
ン
タ
ー
67
件
、
整
形
外
科
63
件
、

形
成
外
科
63
件
、
泌
尿
器
科
44
件
、

脳
神
経
外
科
43
件
、
呼
吸
器
外
科
32

件
、
耳
鼻
科
25
件
、
心
臓
血
管
外
科

24
件
、
放
射
線
治
療
科
21
件
、
消
化

器
内
科
６
件
、
歯
科
口
腔
外
科
６

件
、
麻
酔
科
３
件
、
放
射
線
科
２
件
、

小
児
心
臓
外
科
１
件
、
が
ん
陽
子
線

治
療
セ
ン
タ
ー
１
件
で
す
。

介護保険レンタル対象商品

介護保険購入対象商品

健康用品・健康食品

紙おむつ

ベッド・車椅子・じょくそう予防用具・スロープ・歩行器・
移動用リフトなど

ポータブルトイレ・家具調トイレ・特殊尿器・入浴補助用具
簡易浴槽など

予防医学、健康増進のための用具、食品・サプリメントなど

手すりやスロープを設置して、段差の解消や転倒防止の工夫
のお手伝いをいたします。

郡山市おむつ給付券が当店で使用できます。

住宅改修 当店の有資格者（福祉住環境コーディネーター2級）が
お客様の状況にあわせてご提案をさせていただきます。

まかせて！安心　介護無料相談

もっと明るく、もっと楽しく、もっと快適にしてあげたい。
介護のことは、ケアヘルスに任せて「安心」頼んで「安心」

　

総
選
挙
が
終
わ
り
第
二
次
岸
田

内
閣
が
発
足
し
た
。
今
回
の
総
選

挙
前
、
現
職
の
財
務
次
官
が
雑
誌

で
バ
ラ
マ
キ
合
戦
の
公
約
・
政
策

論
争
に
苦
言
を
呈
し
た
。
極
め
て

異
例
で
あ
り
今
後
の
政
官
の
在
り

方
、財
源
問
題
に
一
石
を
投
じ
た
。

40
年
前
、
私
が
政
治
家

の
道
を
歩
み
始
め
た

時
、
あ
る
人
物
か
ら
教

え
を
頂
い
た
。「
政
治

と
は
金
の
使
い
方
の
優
先
順
位
を

定
む
る
こ
と
で
あ
る
」。
今
も
肝

に
銘
じ
て
い
る
。
政
治
の
重
要
な

役
割
は
国
民
か
ら
頂
い
た
税
金
の

使
い
方
を
決
め
る
こ
と
だ
。

　

現
在
、
国
の
長
期
債
務
は
９
７

３
兆
円
。
地
方
の
債
務
と
併
せ
る

と
１
１
６
６
兆
円
に
上
る
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
２
・
２
倍
で
、
財
政
赤
字
は

「
財
源
議
論
」

　

香
辛
料
に
は
健
康
面
に
効
果
の
あ
る

も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
料
理
に
ス

パ
イ
ス
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。
香
辛
料
の
効
果
の
一
部
を
紹

介
す
る
と
―
。

【
胡
椒（
こ
し
ょ
う
）】最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
香
辛
料
の
一
つ
で
、〝
ス
パ
イ
ス
の

王
様
〟
と
も
呼
ば
れ
る
。
香
り
付
け
、

辛
味
の
添
加
、
臭
い
消
し
な
ど
、
様
々

な
活
用
法
が
あ
る
。効
能
も
消
化
促
進
、

利
尿
作
用
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

【
シ
ナ
モ
ン
】
最
古
の
ス
パ
イ
ス
の
一

つ
。
独
特
の
香
り
が
特
徴
で
、
様
々
な

料
理
の
風
味
づ
け
に
使
わ
れ
る
。
樹
皮

が
丸
ま
っ
た
シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

紅
茶
を
か
き
混
ぜ
る
と
、
芳
香
と
共
に

風
味
が
変
わ
る
。
健
胃
作
用
や
殺
菌
作

用
の
効
能
が
あ
る
。

【
山
椒
（
さ
ん
し
ょ
）】「
山
椒
は
小
粒

で
ピ
リ
ッ
と
辛
い
」
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
昔
か
ら
日
本
人
に
は
馴
染
み
深

い
。
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
に
実
を
ふ
り
か

け
た
り
、
料
理
に
葉
を
添
え
た
り
と
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
香
辛
料
だ
が
、

健
胃
作
用
や
消
炎
作
用
の
効
能
も
あ

る
。

【
ナ
ツ
メ
グ
】
特
有
の
強
い
香
り
で
、

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
肉
の
臭
み
消
し
と

し
て
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
健
胃
作
用
、

消
化
促
進
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。

【
ワ
サ
ビ
】
根
の
部
分
を
す
り
お
ろ
し

た
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
葉
も
茎
も

食
用
と
な
る
。
さ
わ
や
か
な
辛
味
だ

け
で
な
く
、
殺
菌
作
用
や
防
腐
作
用

も
あ
る
。

【
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
】
カ
レ
ー
の
着
色
材

料
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
ウ
コ
ン
の
こ

と
。
ク
ル
ク
ミ
ン
と
い
う
成
分
が
肝
機

能
を
活
性
化
さ
せ
る
の
で
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
の
低
下
が
期
待
さ
れ
る
。
抗

酸
化
作
用
に
優
れ
て
お
り
、
美
肌
効
果

も
期
待
で
き
る
。

【
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
】
タ
イ
で
は
パ
ク

チ
ー
、
中
国
で
は
シ
ャ
ン
ツ
ァ
イ
と
呼

ば
れ
る
。
発
熱
の
緩
和
や
食
欲
増
進
、

血
液
の
浄
化
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
、
西
洋
で
は
消
化
器
系
の
家
庭
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

10
月
の
救
急
車
台
数

10
月
の
手
術
件
数

　

当
院
の
10
月
の
救
急
車
受
け
入

れ
台
数
は
４
８
６
台
（
患
者
数
も

４
８
６
人
）
で
し
た
。
時
間
外
の

救
急
患
者
数
は
１
０
０
１
人
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
件
数
は
２
件

（
入
院
１
人
）
で
し
た
。

料
理
に
ス
パ
イ
ス　

健
康
効
果

健
胃
作
用
や
消
化
促
進
、
利
尿
作
用
…

い
。
増
税
を
含
め
た
議
論
は
国
民

に
は
不
人
気
だ
か
ら
だ
。
東
日
本

大
震
災
、
度
重
な
る
激
甚
災
害
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
と
続

き
、
日
本
は
こ
の
約
10
年
の
間
、

国
民
と
国
土
を
守
る
た
め
財
政
支

出
が
膨
張
し
た
。

　

政
治
は
将
来
の
様
々
な
課
題

に
対
応
す
る
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
創
り
健
全
な
国
家
運
営
を

行
う
た
め
に
必
要
な
財
政
収
支

を
国
民
に
示
す
責
任
が
あ
る
。

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
政
治
家

た
ち
に
財
政
を
任
せ
っ
き
り
に

し
て
い
る
の
は
大
変
危
険
で
あ

る
。
国
の
お
金
を
ど
う
使
っ
て
、

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
政
策
課
題
と

し
て
経
済
格
差
問
題
と
気
候
変

動
に
よ
る
環
境
危
機
を
解
決
し

て
い
く
の
か
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

す
学
者
が
い
る
。
同
感
で
あ
る
。

政
と
官
は
国
民
の
監
視
の
も
と
、

正
し
い
税
金
の
使
い
方
を
透
明

性
を
持
っ
て
明
ら
か
に
す
る
責

任
と
使
命
が
あ
る
。（
11
月
12
日
）
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２
０
２
１
年
12
月
1
日

■
発　

行

　
一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所

法
人
本
部
広
報
担
当

　

郡
山
市
八
山
田
七
丁
目
１
１
５

　

℡
（
０
２
４
）
９
３
４
―
５
７
０
８

■
印　

刷

石
井
電
算
印
刷
株
式
会
社

当院ホームページは
こちらから

　

最
近
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
進
み
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

話
題
に
触
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。今

回
は
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
投
与
間
隔
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
感
染
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、そ
の
製
造
方

法
の
違
い
か
ら
主
に「
生
ワ
ク
チ
ン
」、「
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
」、「
ト
キ
ソ
イ
ド
」の
３
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
毒
性
を
弱
め
て

病
原
性
を
失（
な
）く
し
た
も
の
を「
生
ワ
ク
チ
ン
」

と
い
い
、注
射
剤
の
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

ワ
ク
チ
ン
や
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、

経
口
剤
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど
が
あ
り

ま
す
。一
方
で
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
す
る
能

ワクチンの投与間隔について

力
を
殺
菌
、不
活
化
し
て
失
わ
せ
た
も
の
を「
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
」と
言
い
ま
す
。日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。細
菌
が
作
る
毒
素
だ
け
を
取
り
出
し
て
、毒

性
を
失
く
し
た
も
の
は「
ト
キ
ソ
イ
ド
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。最
近
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

よ
う
な
遺
伝
子
を
利
用
し
た
ワ
ク
チ
ン
も
登
場
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

次
に
、ワ
ク
チ
ン
の
投
与
間
隔
で
す
が
、通
常
生

ワ
ク
チ
ン（
注
射
剤
）接
種
後
に
他
の
生
ワ
ク
チ
ン

（
注
射
剤
）を
接
種
す
る
場
合
は
、27
日
以
上
の
間

隔
を
あ
け
て
次
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。理

由
と
し
て
、生
ワ
ク
チ
ン
は
毒
性
を
弱
め
た
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
を
体
の
中
に
入
れ
る
こ
と
で
免
疫
を

高
め
る
た
め
、十
分
な
免
疫
力
が
付
く
ま
で
に
１

カ
月
程
か
か
る
か
ら
で
す
。そ
れ
以
外
の
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
や
生
ワ
ク
チ
ン（
経
口
剤
）を
接
種
す
る

場
合
は
、接
種
間
隔
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
複
数
回
受
け

る
場
合
は
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
間
隔
を

守
る
必
要
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
感
染
症
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。か

か
り
つ
け
医
に
相
談
の
上
、余
裕
を
も
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、計
画
的
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
文
献
〉厚
生
労
働
省「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間

隔
の
規
定
変
更
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」　

田
辺
三

菱
製
薬「
ワ
ク
チ
ン
.
ｎ
ｅ
ｔ
」

（
薬
剤
科　

大
和
田
柚
樹
）

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
最

近
発
表
し
た
が
ん
患
者
の
10
年
生

存
率
は
が
ん
全
体
で
58
・
９
％
。

デ
ー
タ
を
取
り
始
め
た
１
９
９
０

年
代
末
か
ら
毎
年
伸
び
て
い
る
そ

う
で
す
。
部
位
別
で
は
、
前
立
腺

が
ん
99
・
２
％
、
乳
が
ん
87
・
５
％
、

甲
状
腺
が
ん
86
・
８
％
、
大
腸
が

ん
69
・
７
％
、
胃
が
ん
67
・
３
％

な
ど
。
生
存
率
上
昇
の
背
景
に
は

医
学
・
治
療
技
術
の
進
歩
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
南
東
北
グ
ル
ー
プ

も
も
ち
ろ
ん
貢
献
し
て
い
ま
す
。

食

「南東北」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

「南東北」は責任ある
森林管理により生まれた
FSCⓇ認証紙を使用しています。

「南東北」は、環境に
配慮した資材と工場で
製造されています。

　※参考：みんなの今日の料理https://www.kyounoryouri.jp
カゴメ株式会社「VEGEDAY」https://www.kagome.co.jp

（栄養管理科）

【ささがきごぼうとベーコンのにんにく炒め】（4人分）
♦材　料
・ごぼう1本　・薄切りベーコン4枚　・にんにく2かけ
・オリーブオイル大さじ1　・酒大さじ2　・醤油大さじ1
・黒コショウ少々　・パセリ少々
♦作り方
①ごぼうはささがきにし、ベーコンは1cm幅に切る。
②フライパンにオリーブオイルとにんにくを入れて火にかける。
香りが出てきたらベーコン、ごぼうの順に加えてやわらかくなる
まで炒める。酒と醤油を加え、さらに炒め合わせる。
③黒こしょうで味を調えて器に盛り、パセリをふる。

【選び方】
　ごぼうは泥を落とすと風味が落ちるのでなるべく泥付きのもの
を選ぶと良いでしょう。洗いごぼうの場合は、きめが細かくなめ
らかなものを選びましょう。極端に太いものは育ち過ぎて肉質が
粗くなっていることがあります。

【調理のポイント】
　ごぼうを調理する時は皮を剥くのが一般的だと思われがちです
が、皮にも栄養が含まれているので、布巾でこすりながら流水で
泥や汚れを落とす下処理をすれば栄養分を損なわずに済みます。
　ごぼうは料理ごとに切り方を変えることで食感を生かすことが
できます。煮物など歯ごたえを十分に残したい時は筒切り、炒め
物や揚げ物などコリコリとした口当たりにしたい時は短冊切りに、
きんぴらや和え物などシャキシャキした食感にしたい時は千切り
やささがきにするなど切り方によって歯ごたえや風味が大きく変
わります。

　ごぼうはヨーロッパ、シベリア、中国東北部に分布し、千数　ごぼうはヨーロッパ、シベリア、中国東北部に分布し、千数
百年前に中国から薬草として渡来しました。ごぼうは食物繊維百年前に中国から薬草として渡来しました。ごぼうは食物繊維
が豊富であり、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維の両方を含んが豊富であり、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維の両方を含ん
でいます。これがごぼう特有の歯ごたえを作り出しています。でいます。これがごぼう特有の歯ごたえを作り出しています。

ごぼうごぼう


